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研究成果の概要（和文）：変性性認知症による摂食嚥下障害への評価・対応の検討は不十分であることから、本
研究はアルツハイマー病（AD）およびレビー小体型認知症に焦点を当て、摂食嚥下障害を包括的に検討し、その
対応法を検証することを目的とした。
その結果、ADの進行に伴い、リンシング、ガーグリング、口腔清掃行為の障害の出現段階に違いがあることが明
らかになった。さらに、口腔ケアの介助拒否は、1年後の嚥下機能の低下を伴うA予測因子と関連しており、認知
症の行動的および心理的症状の出現と嚥下機能の低下との関連が示唆された。
以上より、嚥下機能等の口腔機能管理は、認知症高齢者への対応をふまえ、介護者への適切な指導も重要である
と推察された。

研究成果の概要（英文）：There was still not enough to assess and manage dysphagia due to 
degenerative dementia. Therefore, this study focused on Alzheimer's disease (AD) and Lewy-Body 
dementia, and aimed at conducting a comprehensive examination of dysphagia and examining its 
correspondence.
As a result of this study, it was clarified that there is a difference in the stage of the 
expression of dysfunction of gargling, rinsing and brush teeth as AD progresses. In addition, the 
refusal of oral health care was related to a predictive factor in AD with a decline in swallowing 
function one year later, suggesting a link between the appearance of behavioral and psychological 
symptom of dementia and the decline in swallowing function.
From the above, it was inferred that oral function management such as swallowing function is 
important to contents based on the care in elderly people with dementia and to properly instruction 
to carers.

研究分野： 老年歯科
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
認知症施策推進総合戦略の中で「認知症の容態に応じた適時・適切な医療・介護等の提供」が掲げられている
が、認知症高齢者に対する標準化した指針の提示やそれに資する知見が不十分という課題があり、認知症高齢者
への標準的な口腔衛生管理および摂食嚥下機能管理の広がりは遅れている。以上の社会的背景の一助となるよう
認知症と摂食嚥下機能に関する検討を行った結果、認知症重症度により口腔機能障害の出現段階の違いや、嚥下
機能低下に関する予知因子を明らかにした。
本研究成果に関しては、積極的に学会や誌上発表を行うとともに、歯科専門職や施設等の介護職員に対して講演
等を行い、広く発信することに努めた。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
2015 年に認知症施策推進総合戦略（新オレンジプラン）の中で「認知症の容態に応じた適時・
適切な医療・介護等の提供」が掲げられている。脳卒中の摂食嚥下障害への評価・対応は確立
されているが、変性性認知症による本障害への評価・対応への検討は緒に就いたばかりで、認
知症高齢者に対する当該領域の標準化した指針の提示やそれに資する知見が不十分という課題
がある。認知症高齢者への標準的な口腔衛生管理および摂食嚥下機能管理の広がりは遅れてい
ると言える。 
 
２．研究の目的 
本研究は、変性性認知症に占める割合の多いアルツハイマー病（AD）、レビー小体型認知症
（DLB）に焦点を当て、当該認知症の摂食嚥下機能障害を包括的に検討し、その対応法を考案、
検証することを目的とする。 
 
３．研究の方法 
初年度（平成 28年度）：ADおよび DLB の摂食嚥下障害の特徴を把握するための実態調査のデザ
インを検討するため、文献渉猟および学会等における情報収集を基に、理学、作業療法さらに
高次脳機能も含めた知見の整理を行う。なお、ADに関してはこれまで蓄積した自験知見なども
含め、整理を行う。その結果を基に、調査項目案を作成し、少人数を対象としてパイロット調
査を実施する。 
中間年度（平成 29年度）：初年度の検討結果を基に調査内容を確立し、調査を実施する。得ら
れたデータは、原因疾患別および認知症重症度別に解析を行い、ステージごとの障害頻度・様
式について整理する。なお、対象はグループホーム、認知症専門病棟、老人介護福祉施設等の
入所者とする。 
最終年度（平成 30 年度）：研究課題全体の結果を基に、さらに継続して調査を実施し、ADおよ
び DLB の評価法・対応法に関する検討を行う。評価法については歯科医療従事者およびケアス
タッフに対して研修等を行い、その効果を検証する。 
 
４．研究成果 
平成 28 年度：調査項目は、性、年齢、既往歴、服薬、認知症原因疾患、Clinical Dementia 
Rating(CDR)、Functional Assessment Staging(FAST)、ADL、嚥下機能（改訂水飲みテスト）、
食事場面の観察、摂食行動情報、血清アルブミン値、Short-Form Mini-Nutritional 
Assessment(MNA-SF)、介助の拒否（食事、口腔ケア）、口腔清掃の自立度とした。 
パイロット調査として、4 年間のデータベースを用いて、作成した調査項目案について検討を
行った。その結果、DLB において、移動能力は、CDR 1 群は 2年経過後から有意な低下を認め、
CDR 3 群では変化が鈍化する傾向にあった。また AD では、移動能力は CDR 2・3 群において有
意な低下を認めた。食事の自立については、DLB において、CDR 0 群で有意な減少を認め、CDR 1
群の 2年後以降は一部介助および全介助になる傾向が認められた。AD においては、CDR 2 群に
おいて有意な低下を認め、CDR 3 群では血管性認知症と比較して経年的低下が強い傾向を認め
た。 
平成 29年度：初年度の結果を基に、さらに調査項目の整理を行い、リンシング、ガーグリング、
Council on Nutrition Appetite Questionnaire(CNAQ)、四肢筋肉量、除脂肪量、下腿周囲径、
基礎代謝量、認知症高齢者の摂食力評価を追加して調査を実施した。その結果、以下を明らか
とした。①AD 高齢者の骨格筋量低下には認知症の重症度に加えて嚥下機能低下も関連すること
が示唆された。②認知症重度化により四肢筋肉量、除脂肪量指数、下腿周囲径、基礎代謝量、
MNA-SF、CNAQ といった栄養指標が悪化する傾向が認められた。③AD の進行に伴いガーグリング
や口腔清掃行為，リンシングの障害が発現するステージに違いがあることを明らかにした。ま
た、嚥下障害が出現する FAST7 から基礎代謝量が低下することを明らかにした。④AD患者、MCI
者ともうつ傾向及び食事の中断の有無が食欲低下に関連していた。また、AD では、教育年数、
栄養状態、抗認知症薬の服用の有無、向精神薬の服用の有無も食欲低下に有意に関連していた。 
平成 30 年度：FAST のステージごとの摂食嚥下機能障害および口腔ケアに関する留意点等につ
いて整理した。その内容については、施設職員に対して研修を行い、具体的な介助方法や日常
的にモニタリングを行う視点等について指導を行った。また、要介護高齢者の転帰に関して検
討を行った。特別養護老人ホーム入所者 387 名のうち、2 年間の観察期間中死亡した者は 129
名であった。死亡群は生存群と比べて、認知症高齢者の摂食力評価の点数が有意に低かった。
Cox 比例回帰分析の結果から、認知症高齢者の摂食力評価は有意に 2 年後の死亡率と関連して
いた(HR:0.941, 95% CI:0.898-0.985, p=0.010)。CNAQ や摂食力評価を用いて定期的に評価す
ることは、緩和ケアにおける食事介助の場面におけるケアの質の向上に有用であることが示唆
された。 
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